

















日         程： 2015年8月29日（土）～30日（日）
場         所： オーストラリア・ゴールドコースト（Tallebudgera Sports Centre）
参 加 国 数： 7か国（9団体）
競技参加人数：150名





































































































第一回国際親善合気道競技大会 1989年 6月16〜19日 奈良県 （天理大学武道館）
第二回国際親善合気道競技大会 1993年10月15〜17日 千葉県 （日本武道館勝浦研修センター）
第三回国際合気道競技大会 1997年10月10〜12日 愛媛県 （今治市営体育館）
第四回国際合気道競技大会 2001年10月27〜28日 大阪府 （前洲アリーナ）
第五回国際合気道競技大会 2003年 8月 5〜10日 英国リ ズー （Lees University）
第六回国際合気道競技大会 2005年10月 7〜10日 千葉県 （日本武道館勝浦研修センター）
第七回国際合気道競技大会 2007年 8月 2〜 4日 米国オハイオ州 （Butler High School）
第八回国際合気道競技大会 2009年 9月20〜23日 京都府 （京都市武道センタ ・ー旧武徳殿）
第九回国際合気道競技大会 2011年 8月10〜14日 英国ロンドン （Brunel University）
世界選手権大会（公式）
名　　　称 日　　　時 場　　所
2013　合気道競技世界選手権大会 2013年 7月13〜15日 大阪府 （中央体育館）
2015　第2回合気道競技




KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.32)
準国際大会
名　　　称 日　　　時 場　　所
英国合気道国際親善競技大会 1991年 9月 7〜10日 英国カーディフ（国立ウェールズスポーツセンター）
米国国際合気道競技大会 1995年 8月 3〜 5日 米国オハイオ州 （Butler High School）

















































日本 イギリス アメリカ オ スートラリア ニュージーランド ロシア スイス スペイン


































































































































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.32)
前述した通り、国際審判組織を確立するためには、各国のコンセンサスが必要不可
欠である。各国にある審判組織による活動との整合性を取りつつ、昭道館合気道連盟
審判部として審判員登録をしてもらい、世界共通の審判ライセンスの発行をする必要
がある。この登録により各国の審判員数や活動状況を把握することが可能になり、世
界的な審判ネットワークを構築することで情報交換や審判員の相互派遣が容易にな
り、より一層の合気道競技の普及発展につながるものと確信している。
合気道競技については、審判も含めて今後も十分な研究を重ねて内容の向上に努
めていくことは当然であるが、外部からの評価を得る機会は残念ながら他武道に比し
てあまりに少ないと言わざるを得ない。競技武道として世界的な発展を目指すために
は、競技の要である審判の技量によるところが大きいことは周知の事実である。審判
部長として、本稿でまとめた現状と課題についてさらに精査するとともに、各国各地
域の意見を集約し協力を仰ぎながら、速やかに具体策を講じていく所存である。その
過程については今後も継続して報告していく予定である。
≪ 参考文献 ≫
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２） 富木謙治：合気道入門，ベースボールマガジン社　1958
３） 富木謙治：新合気道テキスト，稲門堂　1963
４） 大森竜一監修：合気道乱取競技＜審判規程・審判動作＞，（NPO）日本合気道協会
指導部　2008
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